
主催：全国交流集会2016 in ふくしま実行委員会 〈実行委員会の構成・連絡先〉

○全国災対連　　　　○岩手県民復興会議　　　　　　　○みやぎ県民センター
○宮城県災対連　　　○ふくしま復興共同センター　　　○広島県災対連

〈連絡先〉　〒113-8462　東京都文京区湯島2-4-4　全労連会館４階　全労連気付　TEL03(5842)5611　FAX03(5842)5620　　
　　　　　http://www.zenkoku-saitairen.jp/　E-mail：saigai‒shien‒kaizen@zenkoku‒saitairen.jp

最終締め切り日　10月21日(金)

申込用紙の必要な項目に記入の上、FAX・メールでお申込み下さい。

全国災対連／TEL：03‒5842‒5611　FAX：03‒5842‒5620

集合場所　東京駅八重洲中央口
　　　　　ヤンマービル前
集合時間　９時20分
バス出発　９時30分

被災3県から参加される方の申し込み先

被災3県以外から参加される方の申し込み先

岩手県：救援・復興岩手県民会議　　　　TEL：019‒625‒9191　FAX：019‒654‒5092
宮城県：復興支援みやぎ県民センター　　TEL：022‒399‒6907　FAX：022‒399‒6925
福島県：ふくしま復興共同センター　　　TEL：024‒522‒3097　FAX：024‒522‒3102　

　大震災・原発事故から５年半。政府による被災地切り捨てや風化、原発事故
の損害賠償打ち切りなどをはねかえし、憲法25条と13条の権利を確保した被
災者本位の震災復興を国民共同の課題として確認します。また、熊本地震で浮
き彫りになった劣悪な避難所の改善方策なども深めあいます。

参加申し込み用紙
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　原発事故の避難指示解除や損害賠償の打ち切り問題などをかかえる「フクシ
マ」を視察、調査し、復興の現状と課題を共有します。同時に、被災者が主人
公の復旧・復興をめざす各分野のとりくみの成果と到達点を交流し、今後の課
題を深めあいます。

　予想される南海トラフなどの大地震や豪雨・土砂災害をはじめとする自然災
害に対する防災のあり方と、人間復興にむけた法改正、災害対策のあり方を深
めあいます。

憲法を生かし、被災者本位の復旧・復興と原発ゼロへ
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全国交流集会参加申し込み

11月4日(金)～5日(土)
いわき新舞子ハイツ

11月4日(金)
集合　12：40　いわき駅前
　　　13：00　現地視察　出発
 　　 18 : 00　宿舎到着

11月5日(土)
○分科会　 8:30～11:30
○全体会　11:40～13 :00　

■分科会・全体会会場　「いわき新舞子ハイツ」
■ 宿泊・参加費／15,000円（1泊2食）
■ 日帰り参加費／1日目3,000円（現地視察）
　　　　　　　　2日目1,000円

〒970-0221 福島県いわき市平下高久字南谷地16-4
TEL0246-39-3801　FAX0246-39-3802

宿泊・分科会・全体会

いわき新舞子ハイツ

と　き

ところ

○電車を利用の方
　・ＪＲ常磐線いわき駅　上野─いわき間　特急 2時間10分
　・東北新幹線ご利用の方
　　郡山駅からいわき駅までは高速路線バス(1時間30分 )が利用できます
○車を利用の方
　・常磐自動車道・磐越自動車道　いわき中央 I.C～「いわき新舞子ハイツ」 
　　約18ｋｍ 所要時間約30分。
　　11: 30までに「いわき新舞子ハイツ」にご到着下さい。
　　12: 00発のマイクロバスでいわき駅まで行くことができます。
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都道府県

往復バスを希望される方は必ず連絡先をご記入ください。
乗車料金は往復で 6,000 円です。

所属団体・職場等男
・
女

〒(　　　-　　　　)
都道
府県

市区
町村

住　所

連絡先電話番号

4日(金)宿泊
(どちらかに　を)

利用交通機関
(いずれかに　を)

参加費
(いずれかに　 を)

東京からの往復バス
申し込み書

11 月 4 日 (金) ・

携帯電話番号

FAX

Eメールアドレス

連絡先
(自宅／職場)

参加する日および分科会等
(参加する日に　を)

分科会番号
(必須)

フリガナ

希望する

11 月 5 日 (土)

申し込まない

JRでいわき駅まで　　　　郡山から高速バスでいわき駅まで　　　　東京駅からバス利用　

車で新舞子ハイツ、マイクロバス利用でいわき駅まで　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　）

全日程参加(宿泊込)　15,000円　　　　4日の視察のみ　3,000円

5日のみ参加　1,000円　　　　　　　　4日と夕食のみ　8,000円

申し込む

申込書は全国災対連のホームページからダウンロードできます　http://www.zenkoku-saitairen.jp/

※バス乗車可能人数は40名です。定員に達し次第締切りますので、お早めに
お申し込みください。

東京からバスで現地へ向かう方へ

バス乗車の受け付けは現地で行います
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福島第一原子力発電所



分科会 5日(土)　8：30～11：30現地視察 4日(金)　

全体会 5日(土)　11：40～13：00
11：40　開　会
　　　　　　主催者代表あいさつ
　　　　　　 地元歓迎あいさつ
　　　　　　来賓あいさつ

11：50　記念講演
13：00　閉　会

記念講演

「原発事故から5年7カ月の福島」
～「原発事故　次も日本」にしないために～

　　　　　　原発事故いわき訴訟原告団長　　　　
　　　　　　　　伊東　達也さん

車で参加する場合は
いわき新舞子ハイツに駐車し
12：00発のマイクロバスで

○JR常盤線を利用して
○東北新幹線郡山駅から
　高速路線バスを利用して

9時20分までに
東京駅八重洲中央口
ヤンマービル前に集合
9時30分出発

いわき駅
12：40　集合 13：00　バス出発

浪江町

双葉町

大熊町

富岡町

楢葉町

いわき新舞子ハイツ
18：00　到着予定

無人の浪江駅前商店街

除染で出た放射性汚染物の仮置き場

2015年９月５日に避難指示が解除
された楢葉町の宝鏡寺

高速道路に設置された線量計

津波の被害を受けた浪江町の請戸地
区の状態

津波の被害を受けた富岡駅前の状態

大熊町の帰還困難区域を通る国道６
号線。 民家の入口にはバリケードが

車ご利用の方は、散会後
気を付けて、それぞれで
お帰り下さい

JRをご利用の方は、
いわき駅までホテルの
マイクロバスをご利用下さい

東京駅からバス利用された方は、
お帰りもホテルからバスで
東京駅に向かいます

第1
分科会

大規模災害での被災者救援の
現状と課題を考える
●劣悪な避難所の現状と改善の方策など
●応急仮設、復興公営住宅の問題と課題など

第2
分科会

東日本大震災被災地の現状と
被災者本位の復興を考える
●住宅やコミュニティー、医療や暮らしの問題など
●生業の再建、地域の産業と経済の再生の問題など

第3
分科会

大規模自然災害に対する防災、
減災、法整備のあり方を考える
●地震・津波、豪雨、火山噴火への対応など
●災害救助法、被災者生活再建支援制度の課題など

第4
分科会

福島原発事故の現状と
課題を考える
●事故から5年が経過した福島原発と県民の実態など
●安倍政権の原発再稼働に抗するとりくみなど


